
〇概要 主に、外国人児童生徒を対象とした日本語教育について、学校現場の実践や研究成果を基に議論をして
います。  

  

〇目的 将来、学校で日本語を教えたり、地域のボランティアに参加したり、海外で日本語を教えるための基礎 的
な知識や授業の設計や指導の仕方を学ぶことです。また、先行研究や文献にあたり、卒論や修論のための準備の
意味もあります。  

  

〇進め方  担当者を決めて文献について報告します。内容について質
疑応答をし、テーマについて議論します。  

  

〇人数 １年生１人・３年生４人・４年生５人・院生３人の計１３人です。  

  

〇平成 26年度秋学期の活動内容  

・外国人児童生徒の言語能力に関する論文の講読  

「外国人児童の就学時における日本語会話力」『日本語教育』142

号  

・教室内の外国人児童生徒の教室内の学びに関する論文の講読  

「日本語教室における教師・子ども間の相互作用」『国際教育評

論』No.8  

・小学校の日本語教室における研究授業の報告  池袋小学校等  

  

多言語多文化の環境で育つ子どもへの日本語教育に少しでも興味がある方はぜひ参加して

みてください！  
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